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氏名   池田 佐輪子 職名   専任講師 学位  修士（人間関係学）（北九州市立大学2014年） 

 

研  究  分  野 研究内容のキーワード 

臨床教育学 代替的愛着、行動制御システム、内的作業モデル、 

自我・社会性の発達、養育者支援 

 

研  究  課  題 

臨床教育学に関して、保育所保育士による代替的愛着形成と発達支援を中心に考察する。特に、養育者との

愛着に歪みが感じられる虐待的環境にある子ども、発達に偏りが感じられる子どもの育ちを保障するための保

育士の関わりと養育者支援について考察する。また保育所での３歳未満児に対する代替的愛着関係が、養育者

と子どもとの愛着の修復に有効であることから、養育者支援として応用していく方向を検討・考察する。 

 

 

授業を行う上で工夫した事項（※ 助手については、実習・演習等の指導を行う上で工夫した事項） 

授業科目名【 保育者論 】 

テキスト、参考書等を使って、専門職である保育士、幼稚園教諭等の資格を取得するために必要な知識・技 

能、倫理観をもれなく学べるように心がけた。また実務家教員として保育現場での実践を踏まえ、具体的な事 

例を織り交ぜて説明することで、社会に求められる望ましい保育者についての理解を促した。課題に沿ったグ 

ループワークも取り入れ、自分の意見をもち、他者と意見交換することで多面的な思考ができるように仕向け 

て行った。 

 

授業科目名【 こども文化 】 

 具体的な子ども文化財の資料を活用して説明し、教員が資料を用いてデモンストレーションを行い、実践の

イメージがもちやすいようにした。また、学生が実際に制作、発表することで、実践力が身につくようにした。

お互いの評価点や改善点を伝え合うことで、より工夫した作品を作り、実践する意欲が高まるように心掛けた。 

授業科目名【 乳児保育Ⅰ 】 

 ３歳未満児のイメージがもちやすいように、写真や実践例が多用されているテキストを用い、まずは、基本

的な３歳未満児の発達とその発達を促す望ましい関わりについて講義を行った。また保育人形を使って、着替

え、おむつ交換、ふれあい遊びなどの演習も取り入れ、かかわり方の基礎が学べるようにした。 

 

授業科目名【 乳児保育Ⅱ 】 

 乳児保育Ⅰでの学びを踏まえて学んだ知識に加え、現場での事例を交えてより現場での保育のイメージがし

やすいように講義を行った。また実習及び現場での実践につながるように、人形や教材を活用した演習も取り

入れていった。 

担  当  授  業  科  目 

保育者論（前期）             乳児保育Ⅰ（後期） 

こども文化（前期）            在宅保育（後期） 

乳児保育Ⅱ（前期）            保育・教職実践演習（幼稚園）（後期） 

こども学基礎演習（通年）         保育総合表現（後期） 

保育実習指導Ⅰ（通年） 

保育実習指導Ⅱ、Ⅲ（通年） 



授業科目名【 在宅保育 】 

 基本となる保育士としての知識・技能・倫理観等に加え、居宅訪問型保育に対応できる実践力・応用力を身

に付けることを重視し、身近にあるペットボトルや牛乳パックなどを利用した玩具作り、子どもの発達に応じ

た遊びの展開等、学生が主体的に考え、それぞれの意見を交換していきながら授業を行った。 

授業科目名【 こども学基礎演習 】 

 子どもや保育への理解を体験的に深めることができるように、学生が主体的に考え工夫し、他者と協力しな

がら活動することを意識しながら授業・演習を行った。また実際に子どもたちとふれあう機会を作り、学んだ

ことを確認したり軌道修正したりしながら、実践力が定着するように心がけた。 

授業科目名【 保育実習指導Ⅰ 】 

 様々な児童福祉施設の特色を理解したうえで、授業で学んだことが実際の保育実習現場で活かせるように、

また実習を通して自分の課題に気付いて次の実習に向けた改善ができるように、それぞれのねらいを明確にす

る自己課題シートや自己題振り返りシートを活用した演習を行った。 

授業科目名【 保育実習指導Ⅱ，Ⅲ 】 

 自己課題振り返りシートを用いて保育実習Ⅰでの課題を明確にすることで、次の実習で課題の解決に向けた

具体的取り組みができるようにしていった。また学生同士のワークショップを行い、お互いの課題の情報交換

をすることで課題を多面的に捉えて解決に向けられるようにしていった。 

授業科目名【 保育・教職実践演習（幼稚園） 】 

 実際に保育指導計画を作成して模擬保育を行うことで、保育の実践力を養った。また、全員で保育を振り返

り、様々な意見を出し合うことで、多面的な視点をもって課題解決ができるようにしていった。 

授業科目名【 保育総合表現 】 

 これまで学んできたことを総合的に活用し、学生同士でアイデアを出し合って一つの作品を作り上げられる

ように、また協働していくなかで困難を乗り越えていく喜びを感じられるように心掛けた。教員はできるだけ

サポートに回り、学生の主体性を引き出しながら発表へと導いた。 

 

 

２ ０ １ ８ 年 度    研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（著書） 

 

 

 

 

    

（学術論文） 

保育所における子ども

の愛着形成への理解と

支援 

共著 2019.3 北九州市立大学文学

部紀要（人間関係学

科）第26巻 

① 保護者との愛着形成に問

題を抱えた子どもとその保

護者に対し、保育所で行う代

替的愛着形成と保護者支援

について論じた。 

②共著者名 楠凡之 

③（P1～22） 

 

学 会 に お け る 活 動 

所属学会等の名称 役職名等（任期） 加入時期 

保育学会 

 

 

 2018年5月～現在に至る 



２ ０ １ ８ 年 度    研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（翻訳） 

 

 

 

 

    

（学会発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部資金（科学研究費補助金等）導入状況（本学共同研究費を含む） 

（１）  共  同  研  究 

研  究  題  目 交付団体 
研 究 者 

○代表者（ ）内は学外者 

交付決定額 

（単位：円） 

    

 

外部資金（科学研究費補助金等）導入状況（本学共同研究費を含む） 

（２）  個  人  研  究 

研  究  題  目 交付団体 
交付決定額 

（単位：円） 
備   考 

    

 

社  会  に  お  け  る  活  動  等 

団体・委員会等の名称 

（内    容） 
役 職 名 等 

任     期 

期  間  等 

・コラボラキャンパスネットワーク親子

ふれあいルーム 

 

・特別非営利活動法人チャイルドライン

北九州 

 

実行委員 

オブザーバー 

 

理事 

2009年4月～2015年3月 

2015年4月～現在に至る 

 

2013年3月～現在に至る 

 

学 内 に お け る 活 動 等 （役職、委員、学生支援など） 

図書委員会（副委員長）   2018年4月～現在に至る 

学生個人情報保護委員会   2018年4月～現在に至る 

 


